




1年の振り返り

感染管理
安全な輸液管理・シリンジポンプ・
輸液ポンプ
不整脈の見方

尿道留置カテーテル管理

4月

5月

6月

フレンドシップ7月

1月

静脈確保8月

看護倫理11月

入職時オリエンテーション
安全な移送・移乗
安楽な体位スキンケア
心電図の基礎・装着と管理

クリニカルラダーレベルⅠ～Ⅱまでの看護師を対象に、
病態生理と急性期から回復期の看護の基礎を学びます。毎月１回開催されます。

新人教育では、急性期の対応や循環器系疾患の看護技術と知識を経験豊富な看護師・医師
などから学び、チューターや実地指導者のサポートを受けながら現場の中で身に付けていきます。

1年の頑張りを
認めてもらえる

教育体制

「千葉県民の健康づくりに貢献し、質の高い
医療サービスを提供する」という目標のも
と、一人ひとりの循環器看護教育とキャリア
開発を連動させた教育を特徴にしています。
新人教育では、各部署の特徴となる看護に
重点を置きながら、実践能力を段階的にス
テップアップするように考えられています。

チューターは、主に新人看護師が深刻なリアリティショックに陥らない
ように精神的支援を行い、実地指導者は基本的看護技術、知識、態度
についての指導を行います。

当センターでは看護職員ク
リニカルラダーを使用して
います。ラダーレベルに合
わせた院内研修があり循
環器の病態や看護を学ぶ
ことができます。そのほか
にも専門職による講義もあ
り看護師としてのスキル
アップができる職場です。

循環 器看護 基 礎コース

2022年入職

当センターは、専門職によ
る講義や実技研修の機会
が多くあります。研修での
学びは臨床で活かすことが
できるため、自信につながり
ます。患者さん中心の医療
を第一に考え、安心・安全に
看護を提供できるよう日々
継続学習し、患者さんや家
族に寄り添うことのできる
看護師になりたいです。 2006年入職

チューター・実地指導者制

先輩ナースから新人ナースから

院内継 続教育

レベルⅡ（一人立ち） レベルⅢ（一人前）
レベルⅣ（ジェネラリストⅠ）

実践モデル

確実な看護技術を習得。
メンバーとして主体的に看護
を実践。

ケーススタディ発表会、
リーダーシップ研修など

看護実践において
適切な看護サービスを提供。

プリセプターフォローアップ
研修など

院外・海外研修派遣と国内・外の学会発表などにも参加しています。

フィジカルアセスメント（上級編）
研修、看護リフレクション研修など 看護倫理研修、看護診断研修など

職
務
目
的

研
　
修

教育的役割を担い、優れた看護実
践能力を用いて看護の質の向上に
寄与。リスクマネージャー、感染リ
ンクナース、退院調整看護師、臨床
指導者などの役割を担う。

実践モデルとなり、リーダーシップ
を発揮。質の高い看護サービスを
提供し部署の目標達成を推進。

２～3年目 4～5年目 6～10年目以上

レベルⅤ（ジェネラリストⅡ）
教育的役割
11年目以上

新人看護師 のスケジュール

1年目

患者さんの目線
で看護を実践！

2022年
同じ学校の
卒業生です

チューターと
新人です

循環器疾患をもつ患者の看護 

心臓血管外科疾患をもつ患者の看護

下肢血行障害・糖尿病性下肢障害・
慢性腎臓病性下肢障害を持つ患者の看護

脳神経疾患をもつ患者の看護

循環器作動薬の知識
急変時の対応
循環器領域で必要な検査の見方と
アセスメント

リハビリテーション

心不全のトータルケア

退院支援

チーム医療

循環器系の構造と機能及び健康障害の病態検査・治療を理解する
フィジカルアセスメントを含めて、循環器内科看護を学ぶ
心臓血管外科疾患に関わる病態生理を学び、手術・治療を理解する
フィジカルアセスメントを含めて、周手術期看護を学ぶ
末梢動脈疾患や下肢障害の病態検査・治療を理解する
フィジカルアセスメントを含めて、下肢障害における看護を学ぶ
脳神経系の構造と機能及び健康障害の病態検査・治療を理解する
フィジカルアセスメントを含めて、脳神経看護を学ぶ
循環器疾患・脳神経疾患関連で使用頻度の高い薬剤の作用と副作用、注意点を理解する
情報をアセスメントし、緊急時の対応を考えることができる
循環器領域で必要な検査とその注意点を理解する
不整脈心電図の読み方がわかる
心臓リハビリテーションの目的と方法について知る
リハビリの目的と機能回復や残存機能を維持するための方法を理解する

長期療養を支え、最後までQOLを維持するための看護を学ぶ

退院支援に関連した基礎知識を学ぶ
患者が、退院後も安心・安全な療養ができるための多職種連携について知る

患者を中心としたチーム医療と看護の役割を知る

循環器医師
慢性心不全認定看護師
心臓血管外科医師
集中ケア認定看護師　集中治療室看護師
心臓血管外科医師
皮膚・排泄ケア認定看護師
脳神経外科医師
脳卒中リハビリテーション看護認定看護師
薬剤師
集中治療室看護師
放射線技師
慢性心不全看護認定看護師
心臓リハビリテーション指導士
理学療法士

慢性心不全看護認定看護師

医療ソーシャルワーカー
退院調整看護師

認定看護師会

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

開催月 項目 ねらい 講師

千葉県マスコットキャラクター
チーバくん 

実践でも役立つ
研修が充実

新人看護師チューター

0504



病院の敷地内に単身者用の看護
師寮があります。新規採用者の
ほとんどが入寮可能で、入居年
数の制限はありません。間取りは
1Kで、キッチン、バス、トイレ、冷
暖房を完備。備え付けのベッドは
収納式ですので、空間を効率よく
使えます。

4週8休制で、祝日勤務は代休があります。育児休業
は3年間取得可能。子育てをしながら働く看護師の
ワークライフバランスを充実させるため、病院内に
保育所を設置。24時間お子さんを預けられるので、
夜勤でも仕事に集中することができます。

1人の患者さんに対して複数のメディカルスタッフが連携・協働して治療やケアにあたる、「チーム医療」を推進。  
医師、コメディカル、認定看護師・専門看護師がチームに加わることでそれぞれの専門スキルを発揮しています。
看護師独自のアセスメント力や判断力が求められる場面も多く、患者さんのQOL（Quality Of Life、生活の質）の
維持・向上をサポートしています。

チーム医療 T O P I C S

他にも、糖尿病療養指導チーム、口腔ケアチームなどが活動しています。

呼吸ケアチームは、安全な人工呼吸器管理や、質の
高い呼吸ケアを実践するため、医師、臨床工学技
士、理学療法士、看護師と共に組織横断的な活動
を行っています。呼吸ケア支援として、呼吸ケアチー
ムラウンドを実施し、人工呼吸器離脱にむけた評価
と助言、呼吸に関連した相談対応、問題解決を行っ
ています。特に当院は、低心機能の患者の手術を行
うことが多く、患者の状態にあった術前呼吸訓練
方法を行い、呼吸器合併症予防に努めています。

褥瘡対策チームラウンドでは、創傷治癒過
程に沿った評価・アセスメントの方法、処置
の継続方法について検討し病棟スタッフと
目標を共有します。栄養状態・内服や注射
薬等の治療状況・ADLの現状と今後に向け
た運動療法を含め、リンクナースは多職種
連携の架け橋となり予防ケアを推進し、褥
瘡治癒を目指しチームで取り組んでいます。

職員寮

皮膚・排泄ケア特定認定看護師

看護の専門性を踏まえた上で包括指示にて創
傷管理・水分栄養管理に係る特定行為を実践
しています。患者さんの意思を尊重し、必要な
時にタイムリーで
安全にケアを提
供できることは、
患者さんにとって
非常に有益なこ
とであると痛感
し、医療チームの
一員として日々そ
の人にとっての最
良に努力します。

千葉県
てんかん拠点病院

特定行為研修修了者

ワークライフバランス

「てんかんセンター」を設置し、て
んかん患者さんに対する包括的
医療を行っています。診断に有効
なビデオ脳波室を3室備え、難治
性てんかんに対する外科手術も
行います。また、令和2年にはて
んかん診療拠点病院に指定され
千葉県のてんかん診療の中心と
なって活動しています。

地域連携（地域医療連携室）

循環器系疾患のセンター機能を果たしているほ
か、地域中核病院として一般医療も担っています。
地域の診療所や病院からご紹介いただいた患
者さんに診療等
を行い、当セン
ター周辺に暮ら
す皆さんの健康
と安心を支えて
います。

褥瘡対策チーム

病院全体の看護レベルを向上させるため、実務経験5年以上で認定看護師・専門看護師の資格取得を
目指す皆さんに対して研修費および修学の一部を補助するなど、積極的にサポートします。

心不全患者さんや家
族の思いを傾聴し、
心不全と向き合いな
がら療養生活がで
きるように、医師と
相談しながら心不全
の増悪予防のための
生活調整支援や意
思決定支援を行って
います。

認定・専門看護師 資格取 得支 援

・ 皮膚・排泄ケア認定看護師

・ 脳卒中リハビリテーション
   看護認定看護師

・ 糖尿病看護認定看護師

・ 感染管理認定看護師

・ 慢性心不全看護認定看護師

・ 集中ケア認定看護師

認定看護師 8名

リハビリテーション
看護は生涯に渡り提
供されるケア。人間
の可能性を信じて最
後まであきらめない
ことが大事です。認
定看護師は患者さん
やご家族の身近な存
在として相談・調整
役を担っています。

慢性心不全看護認定看護師 脳卒中リハビリテーション看護認定看護師

心臓リハビリテーション
は、心筋梗塞、狭心症、心臓
手術後の患者さんが快適
な生活を取り戻すための総
合プログラム。多職種が連
携して運動療法、生活指
導、カウンセリングなどを
実施します。

院内感染対策チーム（ICT）は医療関連感染から患者さんの命を
守り、さらにメディカルスタッフ自身の安全を守るための活動を
行っています。感染を予防するには、まず手指消毒や手洗い、状
況に応じた手袋、マスク、エプロン等の着用など、感染に対する予
防策を徹底して実施することが必要です。また、抗菌薬の適正使
用や、環境整備も重要です。院内感染対策チームでは多職種が協
働して、感染症サーベイランス、病棟ラウンドによる感染症対策
実施状況の把握、スタッフへの指導などを行っています。

院内感染対策チーム（ICT）心臓リハビリテーションチーム

呼吸ケアチーム

0706




